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は「貨幣石」と呼ばれる大型有孔虫の化石をどこにでもあるものと信じ込み、火山から生まれる玄武岩のなかに時たまみられる円形文様も貨幣石と考え一九〇六年に出版された『貨幣石世界』にその「発見」を掲載した（参考文献②、一九九ページ） 。いうまでもなく溶岩のなかには動物は住めない。将来を嘱望され一九三二年に若くして古生物研究所 配属されたレスリー・ベアストウはあまりに完璧性を追求したため研究対象のジュラ紀化石の収集と分類に生涯を費やし、結局一九六五年に退職するまで一遍の論文も書かなかったという（参考文献②、一二二ページ） 。もっともベア トウのコレ
　
アメリカ人で生物学の大御所、

























考え方では赤ちゃんを抱きしめたりあやしたりする母親のあからさまな愛情は子どもを軟弱にし、依存心の強い大人に育ててしまうと考えられ、それゆえに子どもは隔離されて育てられるのが科学的とされた。しかしハーロウはこのような「定説」をあざ笑った。彼は生まれたての子ザルに 柔らかい布製の代理母と針金製の代理母を与えた比較実験で、柔ら く慰撫してくれる母親がいない場合、子ザルは不安定で奇妙 行動を示すサルに成長する傾向が強く ることをみいだ た。子ザルにとって母親は単なる母乳の出 ところではなく、 「接触による らぎ」よって、危険や恐怖から逃れ安心していられる精神的絆を与えてくれる基盤であるこ 「発見」したのである（普通の人間の母親はそのような実験をす までもなく、知っていたのだが） 。それが意味するのは人生最初の段階であ 幼少期に愛情欠落によって安心感を得られない者 思い切って次の段階に成長することが難しい、つまり、幼少期の愛情関係をうまく築けない者は他の者と交わり、さらには社会に出て独り立ちすることがスムーズに行かないということ
であった（参考文献③、二一〇～二一四、二五六～二七一ページ） 。母親の愛情は成長するために決定的に重要なのである。　
ハーロウの業績が偉大なもので
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